
第６号　2015年８月発行（1）

事務局〒697-0024
　　　　島根県浜田市黒川町3749番地
　　　　ＴＥＬ0855-22-0042
　　　　ＦＡＸ0855-22-2457
発　行：浜田高校同窓会
編　集：浜田高校同窓会紙編集委員会
印　刷：柏村印刷株式会社

　

創
立
１
２
１
年
の
歴
史
を
誇
る
島
根
県

立
浜
田
高
校
。
卒
業
生
は
４
万
５
千
人
を

超
え
、
各
界
の
第
一
線
で
活
躍
す
る
人
材

を
多
数
輩
出
し
て
い
ま
す
。
こ
う
し
た
同

窓
生
が
集
う
同
窓
会
は
、
東
京
や
関
西
、

広
島
な
ど
、
島
根
県
内
外
に
12
の
会
が
存

在
し
て
い
ま
す
（
平
成
27
年
３
月
現
在
）。

今
回
は
、
こ
の
う
ち
、
特
に
会
員
数
が
多

い
東
京
と
広
島
地
区
で
の
同
窓
会
の
活
動

状
況
に
つ
い
て
ご
紹
介
し
ま
す
。
同
窓
会

に
参
加
す
る
こ
と
で
、
普
段
は
会
う
機
会

が
な
い
先
輩
や
同
級
生
た
ち
に
会
う
こ
と

が
で
き
、
人
脈
も
広
が
り
ま
す
。
先
輩
た

ち
が
築
き
上
げ
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
も
っ

と
活
用
し
て
ほ
し
い
と
、
一
同
願
っ
て
お

り
ま
す
。
ま
ず
は
年
に
一
度
の
総
会
に
ぜ

ひ
足
を
運
ん
で
み
て
く
だ
さ
い
。

歳
の
46
期
以
降
で
は
１
人
か
ら
９
人
で
す
。
そ
の
ほ

か
、
高
校
の
前
身
の
旧
中
の
方
が
１
２
６
人
、
定
時

制
25
人
、
県
女
21
期
か
ら
48
期
の
方
が
１
６
３
人
お

ら
れ
る
の
も
、
浜
高
の
歴
史
を
感
じ
る
こ
と
が
で
き

ま
す
。

　

主
な
活
動
状
況
は
、
毎
年
一
回
、
秋
ご
ろ
に
総
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。
平
成
26
年
度
の
総
会
は
、
11

月
29
日
、
ア
ル
カ
デ
ィ
ア
市
ヶ
谷
で
、
２
１
９
人
が

出
席
し
て
開
か
れ
ま
し
た
。
冒
頭
、
坂
根
会
長
の
旭

日
大
綬
章
受
賞
を
お
祝
い
す
る
花
束
を
贈
呈
し
た
ほ

か
、
同
窓
生
の
一
人
が
ピ
ア
ノ
演
奏
と
歌
を
披
露
し

て
く
れ
ま
し
た
。「
音
と
絵
で
振
り
返
る
ふ
る
さ
と

浜
田
」
と
い
う
映
像
も
流
さ
れ
、
参
加
者
は
終
始
に

こ
や
か
に
、
歓
談
し
て
い
ま
し
た
。

　

年
に
一
度
の
総
会
を
円
滑
に
、
か
つ
、
盛
り
上
げ

な
が
ら
、
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら
う
た
め
に

も
、
理
事
会
や
期
別
の
幹
事
会
は
、
密
に
行
っ
て
い

ま
す
。
平
成
26
年
度
で
は
理
事
会
の
ほ
か
、
期
別
幹

　

会
員
数
は
、
２
，６
５
７
人
（
平
成
27
年
１
月
15

日
現
在
）
と
、
12
の
同
窓
会
の
中
で
も
ダ
ン
ト
ツ
で

多
い
の
が
在
京
浜
高
同
窓
会
で
す
。
参
加
者
の
顔
ぶ

れ
で
は
、
大
学
教
授
な
ど
の
教
員
、
医
師
、
弁
護

士
、
公
認
会
計
士
、
税
理
士
、
中
央
省
庁
等
の
公
務

員
、
東
証
一
部
上
場
企
業
の
会
社
員
な
ど
、
ま
さ
に

「
多
士
済
々
」
で
す
。

　

年
代
別
で
は
、
浜
高
11
期
が
１
１
５
人
と
も
っ
と

も
多
く
、
次
い
で
10
期
１
０
８
人
、
９
期
92
人
、
７

期
90
人
と
、
１
０
０
人
近
い
人
が
名
を
連
ね
て
い
ま

す
。
今
年
74
歳
以
上
に
な
る
年
代
で
す
が
、
会
長
を

務
め
る
コ
マ
ツ
の
坂
根
正
弘
相
談
役
を
は
じ
め
、
非

常
に
元
気
で
、
よ
く
顔
を
出
し
て
く
れ
る
方
々
が
多

く
お
ら
れ
ま
す
。

　

昭
和
63
年
９
月
13
日
に
設
立
さ
れ
た
広
島
地
区
同

窓
会
。
会
員
は
「
広
島
県
に
在
住
す
る
全
て
の
卒
業

生
」
と
の
規
定
に
な
っ
て
お
り
、
旧
制
中
学
・
県
女
・

市
女
も
含
め
て
考
え
る
と
、
１
，０
０
０
人
を
超
え

る
の
で
は
な
い
か
と
推
定
さ
れ
ま
す
。

　

年
１
回
の
総
会
で
は
、
浜
田
市
長
や
浜
田
高
校
の

校
長
先
生
を
来
賓
に
招
い
て
、
懇
親
し
て
い
ま
す
。

平
成
26
年
度
は
10
月
18
日
に
第
26
回
広
島
地
区
同
窓

会
総
会
を
広
島
国
際
ホ
テ
ル
で
開
催
し
ま
し
た
。
浜

田
市
に
あ
る
「
世
界
こ
ど
も
美
術
館
」
の
神
英
雄
学

芸
員
に
講
演
し
て
い
た
だ
き
、
好
評
を
集
め
た
ほ

か
、
同
窓
生
と
い
う
こ
と
で
初
め
て
邑
南
町
の
町
長

に
も
出
席
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
出
席
者
約
50
人

の
中
で
は
、
最
高
齢
が
昭
和
23
年
の
卒
業
生
、
若
い

と
こ
ろ
で
は
、
平
成
13
年
卒
業
生
ま
で
、
幅
広
い
年

代
が
お
ら
れ
ま
し
た
。
全
体
と
し
て
、
若
手
や
30
〜

40
歳
代
の
会
員
の
出
席
が
増
加
傾
向
に
あ
り
、
若
手

会
員
交
流
の
場
と
な
っ
て
い
る
の
も
、
広
島
地
区
同

窓
会
の
特
徴
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
の
活
動
は
、
総
会
開
催
準
備
の
た
め
の

役
員
会
と
世
話
人
会
を
活
発
に
行
っ
て
い
ま
す
。
住

所
を
把
握
し
て
い
る
会
員
約
３
０
０
人
を
対
象
に

「
は
ま
ゆ
う
」
の
ほ
か
に
も
、
総
会
の
開
催
状
況
を

知
ら
せ
る
た
め
、
浜
高
広
島
地
区
同
窓
会
会
報
を
別

に
作
成
し
、
送
付
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
会
員
の
増

　

今
年
50
歳
に
な
る
35
期
か
ら

60
歳
に
な
る
25
期
の
間
で
は
、

27
期
（
58
歳
）
が
52
人
、
32
期

（
53
歳
）
が
51
人
で
、
数
が
多

い
で
す
。
40
歳
か
ら
49
歳
の
期

で
は
、
37
期
（
48
歳
）、
38
期

（
47
歳
）が
29
人
、
39
期（
46
歳
）

が
28
人
と
な
っ
て
い
ま
す
。
39

事
会
、
総
会
の
イ
ベ
ン
ト
や
同
窓
会
の
運
営
の
検
討

の
た
め
に
、
運
営
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
運
営

委
員
会
は
、
17
期
か
ら
28
期
の
男
女
22
名
で
構
成
さ

れ
て
お
り
、
期
を
越
え
て
和
や
か
で
活
発
な
意
見
交

換
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
、
在
京
同
期
会
と
し
て
、
期
ご
と
に
集

ま
り
、
東
京
ス
カ
イ
ツ
リ
ー
や
皇
居
と
い
っ
た
観
光

地
を
め
ぐ
っ
た
り
、
懇
親
会
を
開
い
た
り
し
て
、
旧

交
を
あ
た
た
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、
名
簿
に
載
っ
て

い
る
方
全
員
に
「
は
ま
ゆ
う
」
を
送
付
し
て
い
ま
す
。

　

ほ
と
ん
ど
の
期
で
期
別
幹
事
会
が
結
成
さ
れ
て
お

り
、
世
話
人
的
な
役
割
を
果
た
す
こ
と
で
、
若
い
世

代
の
参
加
が
増
え
て
き
て
い
る
の
が
特
徴
で
す
。
卒

業
生
で
あ
れ
ば
、
希
望
す
る
方
は
ど
な
た
で
も
受
け

入
れ
て
い
ま
す
。
事
務
局
長
を
務
め
る
田
原
大
三
郎

弁
護
士
は
「
今
後
の
運
営
の
た
め
に
も
行
動
力
の
あ

る
若
い
力
を
求
め
て
い
ま
す
。
特
に
期
別
幹
事
会
な

ど
で
積
極
的
に
期
を
ま
と
め
て
い
け
る
人
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
」
と
呼
び
か
け
て
い
ま
す
。

加
に
向
け
て
、
世
話
人
会
を
中
心
に
情
報
を
集
め
、

で
き
る
限
り
呼
び
か
け
を
行
う
ほ
か
、
親
睦
ゴ
ル
フ

な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
浜
田
市
が

広
島
市
中
区
の
ご
う
ぎ
ん
ビ
ル
に
開
設
し
て
い
る

「
広
島
市
場
開
拓
室
」
と
も
何
か
連
携
、
協
力
し
て

で
き
る
こ
と
が
な
い
か
、
模
索
を
し
て
い
ま
す
。

　

事
務
局
長
の
伊
藤
敏
夫
さ
ん
に
よ
る
と
、世
話
人

会
が
回
を
重
ね
る
ご
と
に
、先
輩
、後
輩
、同
期
の
つ

な
が
り
が
強
固
に
な
り
、
日
常
の
生
活
、
仕
事
に
と

拡
が
り
を
み
せ
て
い
る
そ
う
で
す
。
少
し
ず
つ
増
え

て
き
た
と
は
い
え
、
も
っ
と
も
っ
と
若
い
世
代
の
入

会
に
期
待
を
寄
せ
て
い
ま
す
。
伊
藤
さ
ん
は
「
自
分

の
た
め
に
も
同
窓
会
を
積
極
的
に
活
用
し
た
い
と
い

う
意
欲
あ
る
人
に
入
会
し
て
い
た
だ
き
た
い
」
と
話

し
て
い
ま
す
。

◆
在
京
浜
高
同
窓
会

会
長　

坂
　
根
　
正
　
弘
（
第
10
期
）

◆
広
島
地
区
同
窓
会

会
長　

山
　
崎
　
健
　
三
（
第
14
期
）
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今
年
も
県
総
体
が
終
わ
り
ま
し
た
。
昭
和
38
年
度

に
第
１
回
大
会
が
開
催
さ
れ
た
県
高
校
総
体
は
、
爾

来
歳
月
を
重
ね
る
こ
と
50
有
余
年
、
今
年
は
52
回
大

会
と
し
て
29
競
技
に
県
内
49
校
を
代
表
す
る
選
手
が

熱
戦
を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。
県
総
体
は
全
国
高
校
総

体
（
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
）
の
出
場
権
を
か
け
る
大
会
で

あ
る
と
と
も
に
、
県
内
各
校
が
各
競
技
で
獲
得
し
た

得
点
の
累
計
を
競
う
、
い
わ
ば
「
学
校
力
」
を
競
う

学
校
対
抗
戦
で
も
あ
り
ま
す
。
そ
れ
故
、
こ
の
大
会

に
か
け
る
各
校
の
意
気
込
み
は
ひ
と
き
わ
強
く
、
３

年
生
部
員
に
と
っ
て
は
最
後
の
大
会
と
な
る
と
の
思

い
も
あ
っ
て
、
こ
れ
ま
で
数
多
く
の
感
動
の
ド
ラ
マ

を
生
ん
で
き
ま
し
た
。
浜
高
代
表
と
し
て
県
総
体
に

出
場
さ
れ
、
栄
光
の
跡
を
記
さ
れ
た
同
窓
生
の
皆
様

も
き
っ
と
多
い
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
の
浜
高
は
、
14
年
ぶ
り
の
男
女
総
合
第
３
位

と
い
う
快
挙
を
成
し
遂
げ
、
生
徒
も
教
員
も
揃
っ
て

歓
声
を
上
げ
ま
し
た
。
52
回
を
刻
む
県
総
体
の
栄
光

の
跡
を
紐
解
く
と
、
浜
高
が
男
女
総
合
で
３
位
以
内

に
入
賞
し
た
の
は
５
回
（
昭
和
38
年
度
、
昭
和
55
年

度
、
昭
和
58
年
度
、
昭
和
63
年
度
、
平
成
13
年
度
）、

そ
の
う
ち
最
高
位
は
第
１
回
大
会
（
昭
和
38
年
度
）

の
第
２
位
で
す
。
過
去
と
比
較
す
る
と
各
学
年
６
ク

　

今
年
の
総
体
で
浜
高
は
総
合
第
３
位
と
運
動
部
は

よ
く
健
闘
し
ま
し
た
。
浜
高
の
文
化
部
も
地
道
に
活

動
し
日
々
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

自
然
科
学
部
は
現
在
部
員
数
８
名
で
、「
地
域
に

目
を
向
け
た
活
動
」
を
３
年
前
よ
り
行
っ
て
い
ま

す
。
そ
の
ひ
と
つ
が
金
城
町
に
生
息
す
る
絶
滅
危
惧

種
「
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ
」
の
研
究
で
す
。
こ
の
ト

ン
ボ
は
一
円
玉
サ
イ
ズ
で
日
本
一
小
さ
く
、
そ
の
美

し
い
色
か
ら
赤
い
妖
精
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。
こ
の

ト
ン
ボ
が
標
高
差
60
ｍ
の
山
を
越
え
、
４
５
８
ｍ
も

の
距
離
を
移
動
し
て
隣
の
谷
に
移
動
し
た
事
実
を
、

生
徒
た
ち
は
放
課
後
何
度
も
現
地
に
足
を
運
び
、
地

道
な
調
査
で
突
き
と
め
ま
し
た
。
こ
れ
は
学
術
的
に

も
価
値
あ
る
結
果
だ
そ
う
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
ト

ン
ボ
の
１
回
の
飛
翔
時
間
は
数
秒
程
度
で
あ
り
、
自

力
で
長
時
間
飛
翔
し
な
い
こ
の
ト
ン
ボ
が
ど
の
よ
う

ラ
ス
（
普
通
科
５
ク
ラ
ス
、
理
数
科
１
ク
ラ
ス
）
と

大
幅
に
ク
ラ
ス
数
・
生
徒
数
が
減
少
す
る
な
か
で
、

一
人
ひ
と
り
が
高
い
レ
ベ
ル
で
勉
強
と
両
立
さ
せ
な

が
ら
成
し
遂
げ
た
今
回
の
成
績
は
、
浜
高
の
底
力
を

改
め
て
県
内
に
示
し
た
も
の
と
誇
り
に
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
、
硬
式
・
軟
式
両
野
球
部
の
全
国
選
手
権

地
区
予
選
、
吹
奏
楽
部
・
合
唱
部
の
全
国
コ
ン
ク
ー

ル
予
選
と
大
会
は
続
い
て
い
き
ま
す
が
、
県
総
体
の

好
結
果
の
後
押
し
を
受
け
て
き
っ
と
良
い
成
績
を
上

げ
て
く
れ
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

さ
て
、
県
総
体
、
浜
高
祭
、
そ
し
て
セ
ン
タ
ー
試

験
は
浜
高
の
三
大
行
事
で
す
。
自
身
の
た
め
ば
か
り

で
な
く
、
チ
ー
ム
の
、
分
団
の
、
そ
し
て
学
校
の
た

め
に
総
力
を
挙
げ
て
目
標
達
成
に
向
け
て
邁
進
す
る

浜
高
生
は
、
こ
れ
ら
の
行
事
に
取
り
組
む
な
か
で
大

き
く
成
長
し
、
社
会
で
必
要
な
力
（「
生
き
る
力
」）

を
身
に
付
け
て
い
き
ま
す
。
昔
も
今
も
変
わ
ら
ず
、

勉
強
と
部
活
動
の
両
立
に
励
む
浜
高
生
に
、
高
い
理

想
を
掲
げ
て
誠
実
に
努
力
を
重
ね
る
浜
高
生
に
、
変

わ
ら
ぬ
熱
い
エ
ー
ル
を
送
っ
て
く
だ
さ
る
同
窓
生
の

皆
様
に
、
心
よ
り
感
謝
し
て
お
り
ま
す
。
浜
高
生
は

こ
れ
か
ら
も
頑
張
り
ま
す
。　
（
平
成
27
年
６
月
記
）

に
し
て
山
を
越
え
て
移
動
し
分
布
を
広
げ
て
い
る
の

か
疑
問
を
も
ち
ま
し
た
。
生
徒
た
ち
は
「
風
を
利
用

し
て
一
気
に
山
を
越
え
た
」
と
の
仮
説
を
立
て
、
そ

れ
を
調
査
と
実
験
で
解
明
し
よ
う
と
頑
張
っ
て
き
ま

し
た
。
こ
の
研
究
は
昨
秋
の
県
高
文
連
研
究
発
表
会

で
優
秀
賞
を
い
た
だ
き
、
昨
年
と
一
昨
年
に
続
き
今

夏
の
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化
祭
滋
賀
大
会
で
県
代

表
の
ひ
と
つ
と
し
て
発
表
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
国
科
学
作
品
展
に
出
品
し
た
り
、
昆

虫
学
会
や
生
態
学
会
等
で
も
発
表
さ
せ
て
い
た
だ
い

た
り
し
て
い
ま
す
。

　

そ
し
て
、
こ
の
ト
ン
ボ
を
大
切
に
保
護
し
よ
う
と

す
る
地
元
の
方
と
協
力
し
て
観
察
会
を
実
施
し
た

り
、
雲
城
小
学
校
の
６
年
生
に
ハ
ッ
チ
ョ
ウ
ト
ン
ボ

の
話
を
し
て
交
流
を
行
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。
研
究

と
し
て
は
こ
の
共
同
研
究
以
外
に
、
部
員
が
自
分
の

テ
ー
マ
で
研
究
す
る
個
人
研
究
も
進
め
て
い
ま
す
。

　

研
究
活
動
以
外
の
「
地
域
に
目
を
向
け
た
活
動
」

と
し
て
、
石
見
公
民
館
で
年
２
回
開
催
さ
れ
る
祭

り
に
参
加
し
、
子
ど
も
た
ち
向
け
に
サ
イ
エ
ン
ス

シ
ョ
ー
や
科
学
お
も
ち
ゃ
作
り
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
行
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
校
で
生
き
物
を
飼
育
し
た
り
、
生
物
学

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
予
選
に
参
加
し
た
り
し
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
様
々
な
活
動
を
と
お
し
て
生
徒
た
ち
は

確
実
に
逞
し
く
成
長
し
て
い
ま
す
。

勉
強
と
部
活
動
の
両
立
に
励
む
浜
高
生

校　

長　

西
　
藤
　
昌
　
裕
（
第
26
期
）

部
活
動
の
現
状
　
～
自
然
科
学
部
～

自
然
科
学
部
顧
問　

平
　
野
　
謙
　
二
（
第
33
期
）

ハッチョウトンボ（オスの成体）

昆虫学会でのポスター発表

ハッチョウトンボの現地調査

石見公民館まつりでのサイエンスショー

種　　　　　別 現 役 生（延べ数） 過年度生（延べ数） 合　　計（延べ数）

国 立 大 学 49（　53） 11（11） 60（　64）

公 立 大 学 15（　17） 　１（　２） 16（　19）

私 立 大 学 73（212） 　５（30） 78（242）

公 立 短 大 　１（　　２） 　１（　　２）

私 立 短 大 　２（　３） 　２（　　３）

高 　 　 看 10（　28） 10（　29）

専 門 学 校 　９（　11） 　９（　11）

大 学 校 等 　４（　　４） 　４（　　４）

就 職 状 況 一般就職　３名

平成26年度　進路状況

浜田市ふるさと寄附
～ふるさと ・ 浜田市を応援してください～

　石見神楽の伝承や後継者の育成、 高齢者の生活支援や青少年

の健全育成、 浜田城山の整備など寄付

金の使途を選んで寄附することができま

す。 皆さまからの寄附は、 学校図書の充

実、 神楽社中への支援など、 大切に事

業に活用しています。

　浜田市からの受領証明書を添えて確定申告

すると、 1万円の寄附で8,000円税金が安くな

ります。 （自己負担額2,000円で、 5,000円相

当の特産品が受け取れることになります）

※ただし、 控除可能額は個人差があります。
　 ご注意下さい。

　寄附のお礼として、 5,000円

相当の特産品を1万円につき、

1品贈呈します。 浜田の海山の

恵みを自宅で味わってみませ

んか。 各種ご贈答にもお使いい

ただけます。

■ いただいた寄附は、 7つの政策メニューに活用 ■ ■ 確定申告で税金が安くなります ■

■ 1万円以上の寄附で、 5,000円相当の特産品 ■

◆お問い合わせ◆

浜田市財務部財務部徴収課

ふるさと寄附推進室

〒697-8501

島根県浜田市殿町1番地

℡ 0855-25-9220（直通）

詳細は http://furusato-hamada.jp/index.html

自己負担額 還付 ・控除

控除対象額

2,000 円

所得税

800 円

住民税

7,200 円

平成26年度

寄附額全国

第6位
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○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

１
９
８
１
年
生
ま
れ
。

１
９
９
８
年　
浜
高
の
エ
ー
ス
と
し
て
夏
の
甲
子
園
ベ
ス
ト

８
進
出
。

２
０
０
２
年　
早
稲
田
大
学
の
エ
ー
ス
と
し
て
東
京
六
大
学

野
球
春
秋
連
覇
に
大
き
く
貢
献
。
江
川
卓
の
持
っ
て
い
た

東
京
六
大
学
野
球
奪
三
振
記
録
を
更
新
。

２
０
０
３
年　
福
岡
ダ
イ
エ
ー
ホ
ー
ク
ス（
当
時
）へ
入
団
。

２
０
０
４
年　
ア
テ
ネ
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
出
場
。

２
０
１
１
年　

メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ　

ボ
ル
チ
モ
ア
・
オ
リ

オ
ー
ル
ズ
に
入
団
。
そ
の
後
左
ひ
じ
の
け
が
の
た
め
手
術

を
受
け
る
。

２
０
１
４
年　

シ
カ
ゴ
・
カ
ブ
ス
と
メ
ジ
ャ
ー
契
約
。
メ

ジ
ャ
ー
13
試
合
に
登
板
し
て
４
勝
を
あ
げ
る
。

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　

１
９
６
０
年
生
ま

れ
。市
立
周
布
小
学
校
、

市
立
第
三
中
学
校
、
県

立
浜
田
高
校
普
通
科
を

経
て
立
命
館
大
学
法
学

部
卒
業
。
名
古
屋
で
就

職
・
結
婚
。
現
在
ロ

シ
ア
の
大
学
で
教
鞭

を
取
る
。
ご
主
人
は

２
０
１
４
年
ノ
ー
ベ
ル

物
理
学
賞
受
賞
者
の

天
野
浩
さ
ん
。

○
高
校
時
代
の
思
い
出
に
つ
い
て

　

弓
道
部
で
の
活
動
が
楽
し
か
っ
た
こ
と
。
ど
の
学
年
で

も
い
い
ク
ラ
ス
に
恵
ま
れ
、
毎
日
気
持
ち
よ
く
登
校
で
き

た
こ
と
。
私
た
ち
は
セ
ン
タ
ー
試
験
一
期
生
だ
っ
た
た
め

私
た
ち
よ
り
も
担
任
の
岩
町
先
生
が
一
生
懸
命
で
、
毎
日

赤
い
目
で
私
た
ち
を
激
励
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
。

○
浜
高
の
イ
メ
ー
ジ
は
…
。

　

学
生
も
教
職
員
も
真
面
目
な
落
ち
着
い
た
進
学
校
。

○
印
象
深
い
先
生
や
思
い
出
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　

岩
町
先
生

○
ロ
シ
ア
の
大
学
で
教
鞭
を
取
っ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、
ロ
シ

ア
で
日
本
語
を
教
え
る
よ
う
に
な
っ
た
い
き
さ
つ
を
教
え

て
く
だ
さ
い
。

　

中
２
の
時
、
ド
ス
ト
エ
フ
ス
キ
ー
の
「
カ
ラ
マ
ー
ゾ
フ

の
兄
弟
」
を
一
気
に
読
み
あ
げ
、
ロ
シ
ア
（
当
時
ソ
連
）

に
傾
倒
。
い
ず
れ
ロ
シ
ア
（
当
時
ソ
連
）
に
住
ん
で
何
事

か
を
す
る
と
決
意
。

　

ロ
シ
ア
語
学
科
よ
り
も
就
職
に
有
利
と
聞
い
た
法
学
部

へ
進
学
し
た
が
、
大
学
の
任
意
科
目
や
ユ
ー
ラ
シ
ア
協
会

（
当
時
日
ソ
協
会
）
で
ロ
シ
ア
語
を
学
び
つ
つ
、
日
本
語

教
師
の
資
格
も
取
得
。

　

既
に
40
歳
超
だ
っ
た
た
め
国
や
機
関
の
派
遣
に
は
応
募

で
き
ず
、自
力
で
履
歴
書
と
請
願
書
を
ロ
シ
ア
語
で
作
成

し
、ロ
シ
ア
や
旧
ソ
連
国
に
郵
送
と
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
送
り

就
活
。

　

２
０
１
２
年
～
２
０
１
３
年
は
サ
マ
ル
カ
ン
ド
国
立
外

国
語
大
学
で
教
え
、
２
０
１
４
年
か
ら
は
ノ
ボ
シ
ビ
ル
ス

ク
で
。
現
在
に
至
る
。

○
ロ
シ
ア
で
の
面
白
い
体
験
は
あ
り
ま
す
か
？

　

ロ
シ
ア
人
は
と
て
も
正
直
で
、
お
世
辞
も
ほ
と
ん
ど
言

い
ま
せ
ん
。

　

だ
か
ら
、
ロ
シ
ア
人
が
「
家
に
来
て
く
だ
さ
い
」「 

こ

れ
を
召
し
上
が
っ
て
く
だ
さ
い
」「
困
っ
た
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
か
」等
言
っ
て
く
れ
た
ら
、
遠
慮
な
ど
し
な
い
で
、

自
分
の
本
心
を
堂
々
と
は
っ
き
り
と
言
っ
て
く
だ
さ
い
。

日
本
人
が
日
本
で
す
る
よ
う
な
「
遠
慮
」
を
ロ
シ
ア
で
ロ

シ
ア
人
に
す
る
と
、「
自
分
の
行
為
で
気
を
悪
く
さ
せ
た

の
か
」
と
彼
ら
は
気
に
し
ま
す
。

　

逆
に
、
例
え
ば　

大
学
側
に
落
ち
度
が
あ
り
私
が
多
大

な
迷
惑
を
被
っ
た
と
き
で
も
、
理
事
長
や
学
部
長
は
謝
罪

し
ま
せ
ん
。
自
分
た
ち
は
悪
く
な
い
、
と
思
っ
て
い
る
か

ら
で
す
。

　

ロ
シ
ア
で
は
、
遠
慮
や
謙
虚
さ
は
不
要
で
す
。
イ
エ

ス
・
ノ
ー
を
（
か
な
り
）
は
っ
き
り
と
言
い
、
ま
た
、
自

分
が
悪
く
な
い
時
は
絶
対
に
謝
ら
な
い
で
く
だ
さ
い
。
郷

に
入
れ
ば
郷
に
従
う
よ
う
に
。

○
御
主
人
は
ど
ん
な
方
で
す
か
？

　

忍
耐
強
い
人
で
す
。

○
御
主
人
と
の
な
れ
そ
め
は
？

　

と
あ
る
結
婚
サ
ー
ク
ル
で
。

○
ノ
ー
ベ
ル
賞
受
賞
の
知
ら
せ
を
受
け
た
時
は
ど
う
で
し
た

か
？

　
「
冗
談
で
し
ょ
？
」

○
御
主
人
が
ノ
ー
ベ
ル
賞
を
受
賞
さ
れ
る
予
感
は
あ
り
ま
し

た
か
？

　
　

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
楽
し
そ
う
な
ご
家
族
と
い
う
印
象
で
す
が
、
ど
ん
な
ご
家

族
で
す
か
？

　

そ
れ
ぞ
れ
我
が
道
を
歩
く
家
族
。

○
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
の
ノ
ー
ベ
ル
賞
授
賞
式
の
印
象
は
い

か
が
で
し
た
か
？

　

国
王
自
ら
も
が
受
賞
者
に
敬
意
を
は
ら
っ
て
く
だ
さ
っ

て
い
る
こ
と
が
よ
く
伝
わ
っ
て
き
た
授
賞
式
で
し
た
。　
　
　

 

　

○
最
後
に
後
輩
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

よ
く
「
夢
は
必
ず
か
な
う
」
と
言
わ
れ
ま
す
よ
ね
？　

正
し
い
ん
で
し
ょ
う
が
、
条
件
付
き
な
ん
で
す
よ
。

　
「
か
な
う
ま
で
諦
め
ず
に
努
力
し
続
け
た
者
の
夢
は
か

な
う
」
の
で
す
。

　

私
は
ロ
シ
ア
行
き
を
決
意
し
て
、
実
際
に
居
住
で
き
る

ま
で
40
年
近
く
待
ち
ま
し
た
し
、
そ
の
た
め
の
努
力
も
し

ま
し
た
。天
野
も
そ
う
で
す
。学
生
時
代
か
ら
長
年
ず
っ
と

休
ま
ず
に
研
究
し
て
き
た
こ
と
が
認
め
ら
れ
た
の
で
す
。

　
「
諦
め
ず
に
頑
張
る
」。
言
う
は
易
し
行
う
は
難
し
で
す

が
、
悔
い
の
な
い
自
分
の
人
生
の
た
め
に
皆
様
も
ど
う
ぞ

自
分
に
諦
め
ず
に
邁
進
な
さ
っ
て
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
に

…
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
天
野
さ
ん
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
御
主
人
と
も
ど
も
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍

を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

■
浜
田
高
校
に
つ
い
て

・
浜
高
の
イ
メ
ー
ジ
は
…
。

　

伝
統
が
あ
り
、
文
武
両
道
を
掲
げ
て
い
る
イ
メ
ー
ジ
で

す
。
野
球
部
の
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
に
〝
島
根
〟
と
入
れ
て
い

な
い
点
に
、
浜
高
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
感
じ
ま
す
。

・
甲
子
園
で
の
一
番
の
思
い
出
は
何
で
す
か
？

　

３
年
夏
の
甲
子
園
で
ベ
ス
ト
８
ま
で
行
け
た
こ
と
で

す
。
周
り
の
ほ
と
ん
ど
の
人
た
ち
は
帝
京
高
校
が
勝
つ
と

思
っ
て
い
た
と
思
い
ま
す
が
、
僕
ら
野
球
部
の
仲
間
は
誰

一
人
、負
け
な
い
、絶
対
に
勝
て
る
と
思
っ
て
い
ま
し
た
。

・
印
象
深
い
先
生
や
思
い
出
が
あ
れ
ば
教
え
て
下
さ
い
。

　

２
年
生
の
時
の
数
学
の
先
生
。
授
業
中
に
、「
こ
こ
必

ず
出
ま
す
か
ら
」
と
言
っ
た
と
こ
ろ
が
本
当
に
出
る
の
で

勉
強
が
し
や
す
く
、
授
業
が
と
て
も
分
か
り
や
す
か
っ
た

で
す
。

　

あ
と
は
保
健
室
の
和
田
先
生
、
名
字
が
一
緒
だ
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
仲
が
良
か
っ
た
で
す
。

○
早
稲
田
大
学
に
進
学
後
、神
宮
で
大
活
躍
さ
れ
ま
し
た
が
、

逸
話
や
嬉
し
か
っ
た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

４
年
春
と
秋
に
リ
ー
グ
優
勝
が
で
き
た
こ
と
で
す
。
自

分
が
プ
ロ
と
し
て
や
っ
て
い
こ
う
と
決
意
し
た
場
所
で
も

あ
り
、
そ
う
な
れ
る
よ
う
に
努
力
し
た
場
所
で
す
。

　

浜
高
野
球
部
で
自
然
と
身
に
付
い
た
礼
儀
や
挨
拶
の
お

か
げ
で
、
大
学
野
球
で
の
上
下
関
係
に
苦
労
す
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

○
福
岡
ソ
フ
ト
バ
ン
ク
ホ
ー
ク
ス
時
代
の
逸
話
や
嬉
し
か
っ

た
こ
と
が
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

リ
ー
グ
優
勝
３
回
、
日
本
一
２
回
、
Ｗ
Ｂ
Ｃ
優
勝
１
回

な
ど
で
行
っ
た
ビ
ー
ル
か
け
や
シ
ャ
ン
パ
ン
フ
ァ
イ
ト
。

み
ん
な
で
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る
、
と
て
も
最
高
な
時
間

で
す
。

■
Ｍ
Ｌ
Ｂ
に
つ
い
て

・
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
た
い
と
考
え
始
め
た
の
は

い
つ
頃
か
ら
で
す
か
？

　

大
学
４
年
生
の
時
に
日
米
大
学
野
球
選
手
権
大
会
の
代

表
で
ア
メ
リ
カ
に
行
き
、
ヤ
ン
キ
ー
ス
タ
ジ
ア
ム
で
試
合

観
戦
を
し
た
と
き
で
す
。

・
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
プ
レ
ー
し
て
み
て
、
日
本
の
野
球
と

の
違
い
を
実
感
さ
れ
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
ど
ん
な

点
で
し
ょ
う
か
？

　
〝
野
球
〟
と
〝
Ｂ
ａ
ｓ
ｅ
ｂ
ａ
ｌ
ｌ
〟
の
違
い
。
全
く

別
の
競
技
の
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

・
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
で
何
か
印
象
的
な
体
験
が
あ
れ
ば
ぜ
ひ

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

全
て
で
す
。
マ
イ
ナ
ー
と
メ
ジ
ャ
ー
で
の
格
差
と
言
う

か
、
区
別
と
言
う
か
。
１
度
メ
ジ
ャ
ー
を
経
験
し
た
ら
マ

イ
ナ
ー
に
は
戻
り
た
く
な
い
、
し
が
み
つ
い
て
で
も
メ

ジ
ャ
ー
に
残
り
た
い
、
と
誰
も
が
思
う
と
思
い
ま
す
。

　

メ
ジ
ャ
ー
で
は
、
遠
征
移
動
の
飛
行
機
は
す
べ
て

チ
ャ
ー
タ
ー
機
、
空
港
か
ら
ホ
テ
ル
ま
で
の
バ
ス
は
飛
行

機
の
横
に
乗
り
付
け
、
ホ
テ
ル
は
リ
ッ
ツ
カ
ー
ル
ト
ン
や

ウ
エ
ス
テ
ィ
ン
な
ど
の
超
高
級
ホ
テ
ル
。
球
場
か
ら
空
港

ま
で
は
警
察
が
先
導
し
て
無
理
や
り
道
を
作
っ
て
移
動
す

る
な
ど
、
メ
ジ
ャ
ー
の
選
手
で
あ
る
こ
と
を
誇
り
に
思
え

る
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

・
昨
年
、
つ
い
に
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
マ
ウ
ン
ド
に
立
っ
た

訳
で
す
が
、
メ
ジ
ャ
ー
２
年
目
を
迎
え
た
今
年
の
抱
負
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

　

け
が
で
出
遅
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
先
発
と
し
て
２

桁
勝
利
と
長
い
イ
ニ
ン
グ
を
投
げ
ら
れ
る
よ
う
に
し
た
い

で
す
。

○
夢
を
叶
え
る
た
め
に
は
何
が
必
要
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か
？

　

ま
ず
は
夢
に
す
る
も
の
を
好
き
に
な
る
こ
と
。
そ
の
夢

の
た
め
に
犠
牲
に
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
必
ず
出

て
く
る
け
れ
ど
、
そ
こ
で
自
分
に
負
け
な
い
で
ど
う
乗
り

越
え
ら
れ
る
か
。
そ
し
て
、
夢
を
か
な
え
た
後
の
夢
、
目

標
を
作
っ
て
お
く
こ
と
。
日
々
成
長
で
す
。

○
後
輩
の
皆
さ
ん
へ

・
最
後
に
後
輩
の
皆
さ
ん
に
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
お
願
い
し
ま

す
。

　

自
分
が
高
校
生
の
時
は
、
本
当
に
野
球
漬
け
の
毎
日
で

し
た
。
で
も
、
あ
の
２
年
半
の
野
球
漬
け
の
中
で
、
自
分

の
夢
の
基
盤
が
で
き
上
が
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。
み
な

さ
ん
も
是
非
、
自
分
自
身
の
夢
の
基
盤
を
創
り
上
げ
て

い
っ
て
く
だ
さ
い
。
浜
高
の
生
徒
な
ら
必
ず
か
な
え
ら
れ

る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
お
答
え
い
た
だ
い
た
和
田
投
手
に
感
謝

す
る
と
と
も
に
、
ま
す
ま
す
の
ご
活
躍
を
お
祈
り
い
た
し
ま

す
。

浜
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
記
【
３
】

天
野
香
寿
美
さ
ん
（
第
30
期
）

浜
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
記
【
２
】

和
田
　
毅
さ
ん
（
第
50
期
）

ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
！

ノーベル賞授賞時のご家族
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在京11期　同期会１泊旅行会
時：平成26年10月23日㈭・24日㈮　　所：富士河口湖温泉「湖南荘」
島根、京都、愛知、静岡からも同期生が参加され、在京含め、総勢26名で故郷の懐かしく、楽し
いひと時を過ごしました。
二日目は世界遺産の富士山を間近に観ることが出来て、久し振り興奮。又、湖畔の“久保田一竹美
術館”、“小磯良平挿絵館”、“与　勇輝展”なども散策し、楽しい思い出を又一つ心に刻みました。

11期在京同期会終身幹事　木村勇夫

８期　亀のろ会
時：平成26年10月20日㈪〜21日㈫
所：熱海温泉・ローマ風呂
　　ホテル大野屋

第３回熊本浜高同窓会
時：平成27年４月18日㈯
所：青柳（熊本市）

浜高同窓会総会
時：平成26年８月16日㈯
所：浜田ワシントン
　　　　　ホテルプラザ

10期　関東同期会
時：平成26年11月17日㈪
所：ニュートーキョー本店さがみ

参加者２９名（浜田、山口、関西、中部方面からも参加）
お互い元気で、盛大に開催した。翌日はＭＯＡ美術館を見
学後、再会を誓い解散した。

８期　野澤　浩

中村哲也会長（１期）を始め、九州・山口浜高同窓会長・吉田利治
氏（９期）を含めた11名で浜田市・浜高クイズなどを行いながら楽
しい時を過ごしました。

24期　尾原祐三：kiyobara@ab.auone-net.jp

30期がお世話させて頂いた
今回の総会では、例年行っ
ている代表講演というのに
少し趣向を変えさせて頂い
て、歌手でボイストレー
ナーの吉田顕君のミニコン
サートという形で行いまし
た。また浜高の校舎も新体
育館ができたこと等でいろ
いろと変わっていますの
で、変遷の写真展示等もさ
せて頂きました。参加者の
ご意見も頂きましたが、お
おむね好評だったように思
います。
30期代表幹事　佐々木良二

浜田、岡山からも含めて37名。秋の叙勲で旭日大綬章を
受章された坂根正弘君の祝賀会も兼ねて行う。併せて参加
者全員の健康と無事を祝った一日でした。

10期　八尾　紀之

在京浜高同窓会
時：平成26年11月29日㈯　　所：アルカディア市ヶ谷
恒例の在京浜高同窓会を開催しました。
31期　林さんの演奏を中心に、「音と絵でふりかえる　ふるさと浜田」をテー
マとしたプログラムで実施し、大変盛り上がりました。

29期　村尾　裕司

名 称／会 長 連　　絡　　先 電話／E-mail 総会時期
浜高同窓会(本部)／岡田久樹（11期）
在京浜高同窓会／坂根正弘（10期）
近畿浜高同窓会／戸津川明克（9期）
浜高広島地区同窓会／山崎健三（14期）
九州・山口浜高同窓会／吉田利治（9期）
在松亀山会／若佐博之（9期）

浜田市黒川町3749 浜田高校　同窓会事務局
新宿区西新宿6丁目24番1号西新宿三井ビル1504号室  田原大三郎法律事務所内  事務局長  田原大三郎（17期）
大阪市 北区天満6丁目3番17号  みなと梅田ビル5階  株式会社ケイ・エフ・ジー内  近畿浜高同窓会事務局
広島市安佐南区伴西４丁目20-20　事務局長　伊藤敏夫
福岡市東区美和台2-1-9　会長　吉田利治（9期）
松江市殿町１　島根県商工政策課　舟木勝宏（36期）

0855-22-0042　hamada-hs@edu.pref.shimane.jp
03-5381-4111　tsuchihashi@tabara-law.com
06-6363-6774　
082-848-4015
092-606-6932　yoshida14817@hb.tp1.jp
0852-22-5310

8月中旬
11月頃
4月頃
10月中旬
2年に1回（平成27年開催）
10月頃

地区同窓会連絡先


